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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は、金・金衝突及び銅・銅衝突をそれぞれ 200GeVと 62GeV、即ち 4つの衝突系において生成粒子
の楕円的方位角異方性（v2）を測定・解析し、系統的比較をおこなったものである。楕円的方位角異方性に
関する従来の理解を確認するとともに、新たに衝突関与粒子数の 1/3 乗則を発見することにより、楕円的方
位角異方性（v2）の理解に極めて重要な実験的事実を与えた点が高く評価される。また、統計力学的断熱膨
張模型と流体力学模型を組み合わせた解析により、わずかなパラメータによって低横運動量領域の横運動量
分布及び楕円的異方性を統合的に記述しうることを示した。同研究は、原子核・原子核衝突のメカニズムと
クォーク・グルーオンプラズマ（QGP）の性質に対して大きな知見を与えるものであり、今後の当該分野に
大きな貢献をなすものである。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
